
昭
和
七
年
七
月

二
、
十
五
日

琵
琶
湖
附
近
の
深
護
地
震
に
就
て

一
、
緒
言
昭
和
七
年
七
月
二
十
五
日
午
後
五
時
二
十
五
分
頃
、
琵
琶
湖

西
岸
地
方
に
震
源
の
深
さ
三
百
粁
以
上
の
深
後
地
震
の
愛
生
を
見
た
。
同

地
方
は
若
狭
湾
、
八
丈
島
主
連
な
る
深
護
地
震
帯
に
属
す
る
ι
著
者
は
気

大

千

第一園

匂

キ

X tF'、索央

竹

花

峰

夫

象
要
管
所
載
の
親
測
値
に
加
ふ
る
に
各
地
測
候
所
長
の
御
好
意
に
よ
り
中

央
気
象
墓
長
宛
御
送
附
下
さ
っ
た
、
該
地
震
記
象
紙
或
は
そ
の
寝
買
を
基

之
し
本
地
震
の
震
央
及
び
震
源
の
深
さ
等
を
成
る
可
く
五
確
に
求
め
、
特

に
初
動
並
び
に
記
象
型
か
ら
後
震
機
構
を
推
定
し
共
等
の
関
係
を
調
査
し

た
も
の
で
あ
る
。

各
地
測
候
所
及
管
内
観
測
所
の
報
告
に
依
る
有
感
曙
直

域
は
第
一
国
の
斜
線
を
附
し
た
部
分
で
、
之
に
依
っ
て
見
る
と
悶
東
地
方

東
部
で
略
ま
と
ま
っ
た
直
域
を
な
し
他
は
極
め
て
小
局
部
的
有
感
覚
地
が

全
閣
に
散
在
し
、
最
も
遠
く
は
、
北
海
道
の
釧
路
に
及
ん
で
ゐ
る
概
し
て

従
来
の
顕
著
深
護
地
震
に
比
し
て
有
感
莞
匡
域
は
狭
い
様
で
あ
る
。

三
、
震
央
の
位
置
各
地
測
候
所
に
於
け
る
護
震
時
、
初
期
微
動
、
初
動

方
向
等
よ
り
決
定
し
た
震
央
は
東
経
百
三
十
五
度
五
十
二
分
、
北
緯
三
十

五
度
十
三
分
印
ち
琵
琶
湖
西
岸
比
良
岳
附
近
に
営
つ
て
ゐ
る
。

回
、
ー
震
源
の
深
さ
震
央
に
最
も
近
き
観
測
所
は
震
央
よ
り
約
二
十
五
粁

ニ
、
異
常
震
域

七



等p--s線圃第二園

距
っ
た
京
都
で
あ
り
、
我
が
図
に
於
け
る
観
測
は
最
遠
樺
太
の
敷
香
に
及

び
震
央
か
ら
は
約
千
六
百
六
十
粁
に
達
し
て
ゐ
る
。
震
央
附
近
の
籾
測
網

は
可
た
り
親
密
で
且
つ
グ
ヰ
1
ヘ
ル
ト
式
地
震
計
を
有
す
る
測
候
所
も
多

〈
走
時
曲
線
及
び
震
央
に
於
白
け
る
初
期
徴
動
時
間
等
は
割
合
に

E
確
に
求

め
る
と
之
が
出
来
る
か
ら
震
源
の
深
さ
を
決
定
す
る
に
は
走
時
前
線
の
努

世
三

曲
黙
に
依
る
方
法
及
び
震
央
に
於
け
る
初
期
微
動
時
間
よ
り
決
定
す
る
方

法
を
用
ひ
る
と
主
に
す
る
。

〈

1
〉
走
時
曲
線
の
腎
曲
賠
に
よ
る
方
托
l
A
7
P
波
の
走
時
曲
線
よ
り
誇

曲
貼
の
位
置
を
見
出
す
た
め
に
震
央
距
離
(
ム
)
各
百
粁
に
到
す
る

hrvE吋

の
値
を
求
め
る
と
弐
表
の
如
く
た
る
。

! A (粁) TPA(秒} dtl./dT TPB(秒J 差(秒)
一
O 46.5 46~5 0.0 

100 48.5 48.5 0.0 

200 52.3 17.4 52.4 0.1 

300 57.9 14.1 58.1 0.2 

400 65.6 ー12.5 66.2 0.6 

500 74.1 11.3 75.7 1.6 

600 83.1 10.5 85.7 2.6 

700 93.1 9.9 96.2 3.1 

800 103.3 9.4 106・8 3.5 

900 114.2 9.2 117:5 3.3 

1000 12.5.4 9.0 128.1 2.7 

1100 136.5 9.0 138.8 2.3 

1200 148.0 9:0 149.6 1.6 

1300 159.5 9.1 160.1 0:6 

1400 170.7 9.2 170.6 -0.1 

1500 181.4 9・2 181.1 -0.3 



T 
"巴c.)

2rMO 

設

震

時

寸ヒ

日3

第三国走時曲総

a東，
lえ 央 fEg 

5 

15GO 

離



之
よ
り
鶴
湾
曲
黙
の
震
央
離
距
は
約
千
百
粁
前
後
ー
と
・
な
る
か
ら
、
本
多
技

師
が
嚢
に
北
伊
豆
地
震
及
伊
東
地
震
で
求
め
ら
れ
た
る
最
深
黙
の
深
さ
主

震
央
距
離
の
関
係
を
表
は
す
「
グ
ラ
フ
」
を
用
ひ
る
ー
と
震
源
の
深
さ
は
約
三

百
六
十
粁
・
と
左
る
。

(
2
)

震
央
に
が
、
け
る
初
期
微
動
に
依
る
方
法
l
第
三
国
に
於
け
る
初
期

微
動
走
時
曲
線
よ
り
震
央
に
於
け
る
初
期
微
動
時
間
を
求
め
る
在
三
十
五

・O
秒
主
な
る
。
鷺
坂
氏
が
計
算
さ
れ
た
震
源
の
深
さ
主
震
央
に
於
け
る

初
期
微
動
L

と
の
関
係
を
表
は
す
「
グ
ラ
フ
」
に
よ
っ
て
震
源
の
深
さ
を
求
め

る
在
約
三
百
六
十
粁
・
と
な
る
.
以
上
の
結
果
か
ら
本
地
震
の
震
源
の
深
さ

は
約
三
百
六
十
粁
位
で
あ
る
と
之
が
わ
か
る
。
第
三
国
中
、
走
時
曲
線
B

は
和
達
、
鷺
坂
、
谷
田
三
氏
が
北
伊
豆
地
震
の
際
に
求
め
ら
れ
た
地
震
波

速
度
か
ら
震
源
の
深
さ
三
百
六
十
粁
の
場
合
に
就
て
計
算
さ
れ
た
走
時
曲

線
で
あ
っ
て
本
地
震
の
走
時
曲
線
ξ
極
め
て
良
く
一
致
し
て
ゐ
る
。
印
ち

，匂

一時

五
分

17 1p 六秒
三三 O
西北東北東北 1=1

手耳

動

観

震

設

浪。

所

時

七
・
五

一
二
・
五

一
六
・
四

一一一・六

ニ
一
・

O
、

一七・

0

下下下

八二七

?甲子;
O o O~ 
東北

五五
/、~

P 

S 

波

尽

都

彦

根

亀

山

七
回
・

前
表
に
が
、
て
司

E
は
本
地
震
の
走
時
表
で
、

4
3
は
三
氏
の
算
出
さ
れ
た

走
時
表
で
あ
っ
て
、
雨
者
の
差
は
最
大
約
三
v
五
秒
で
あ
る
。

叉
第
三
国
の
走
時
曲
線
よ
り
震
央
に
於
け
る
税
収
震
時
を
求
め
る
主
十
七

時
二
十
五
分
二
十
六
秒
ニ
ル
」
左
り
、
震
源
に
於
け
る
推
定
後
震
時
を
求
め

る
主
十
七
時
二
十
四
分
三
十
九
秒
七
主
な
る
。

園
、
初
動
分
布
震
央
及
び
走
時
曲
線
等
は
全
図
各
地
の
線
計
九
十
箇
の

測
候
所
の
報
告
に
依
っ
て
決
定
し
た
も
の
で
あ
っ
て
、
之
等
の
親
測
表
は

気
象
要
覧
(
昭
和
七
年
七
月
)
に
記
載
せ
ら
れ
で
あ
る
か
ら
本
文
で
は
省
略

す
る
と
主
に
し
て
、
今
初
動
分
布
を
決
定
す
る
た
め
に
ヴ
ヰ
l

ヘ
ル
ト
地

震
計
を
有
す
る
観
測
所
二
十
数
ケ
所
を
撰
ん
で
尖
表
に
掲
げ
る
と
と
に
す

る
つ
弐
表
中
最
大
動
(
全
振
幅
)
は
著
者
が
記
象
紙
或
は
そ
の
寝
異
か
ら
讃

み
取
っ
た
も
の
で
、
共
他
の
佐
も
各
測
候
所
の
報
告
L

と
は
多
少
異
っ
て
ゐ

、
る
も
の
も
あ
る
。

ロさパ度

東南 ιt
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上
下

五二二さ
一一ク

O -5 
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ノ丸
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三三三|績期
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白会三秒|間動
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央
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離

最

大

動
(
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振
幅
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波

S 
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此
表
に
於
け
る
P
波
の
初
動
方
向
を
犬
き
さ
に
比
例
し
で
地
圏
上
に
記

入
し
て
見
る
主
第
四
国
の
如
く
な
る
β

即
ち
長
野
・
追
分
・
熊
谷
・
三
島
を

境
と

L
て
、
震
央
を
含
む
本
州
西
部
一
帯
は
極
め
て
明
瞭
な
下
方
動
(
疎

放
」
で
あ
っ
て
、
之
に
釣
す
る
輪
岳
.
秋
田
、
仁
川
、
平
壌
は
粉
不
明
瞭

た
が
ら
土
方
動
(
密
波
〉
を
示
し
お
叉
関
東
東
部
即
ち
、
銚
子
、
柿
岡
、

八
丈
島
等
で
も
上
方
動
で
、
八
丈
島
で
は
比
較
的
明
瞭
に
現
れ
、
盛
岡
及

び
羽
幌
忙
至
っ
て
再
び
下
方
動
を
表
は
a

し
て
ゐ
る
つ
卸
ち
従
来
の
地
震
で

屡
K

考
へ
た
裁
に
A

C
及
B
D
左
る
ご
う
の
節
線
を
引
き
交
勲
O
を
中
心

$
と
す
る
四
つ
の
部
分
に
分
っ
と
之
が
出
来
る
。

叉
圏
中
観
測
所
の
傍
に
附
し
た
数
字
は
初
動
の
↓
へ
き
さ
(
水
平
・
垂
直
成

分
)
を
組
合
し
た
も
の
を
ミ
ク
ロ
ン
を
単
位
之
し
て
表
は
し
た
も
の
で
あ

る
。
国
中
に
結
線
で
示
し
た
様
に
震
央
を
含
み
南
西
に
延
び
た
略
楕
図
形

の
地
域
で
初
動
の
大
き
さ
が
最
も
大
き
く
A

C
・
B
D
の
二
つ
の
節
線
の

近
く
で
は
初
動
の
大
い
さ
は
極
小
で
あ
る
。

次
に
S
波
の
初
動
方
向
を
大
き
さ
に
比
例
し
て
地
同
上
に
記
入
し
て
見

る
ー
と
第
五
闘
の
如
く
た
る
c

之
等
は
何
れ
も
S
相
の
叡
め
て
明
瞭
左
も
の
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の
み
を
取
っ
た
も
の
で
上
下
動
の

S
相
は
不
明
瞭
な
も
の
が
多
い
の
で
、

水
平
成
分
の
み
を
取
る
と
主
に
し
た
。
国
中
の
大
き
た
矢
印
は
大
慌
の
初

動
方
向
の
傾
向
を
表
は
し
た
も
の
で
あ
っ
て
大
き
さ
は
P
波
初
動
の
場
J
J

主
は
反
封
に
二
つ
の
節
線
の
附
近
で
は
大
き
く
中
間
部
で
は
略
小
さ
い
務

で
あ
る
。

p，s最大動D比

七
i¥. 

央
よ
り
南
西
に
最
小
友
部
分
が
あ
り
節
線
の
附
近
で
は
最
大
主
な
る
。
印

ち
最
大
会
振
幅
も
節
線
の
近
く
で
は
S
波
の
振
幅
が
P
波
に
比
し
て
非
常

に
大
き
い
の
に
反
し
て
震
央
よ
り
南
西
の
部
分
邸
ち
洲
本
、
高
知
等
は

幻
一
日
の
値
が

0
・
八
及
び

0
・
六
で
あ
る
か
ら
S
波
の
振
幅
よ
り
も
P
波

仁
一
{

の
振
幅
の
方
が
大
き
い
と
之
が
わ
か
る
o

五
、
授
震
機
構

前
章
の
初
動
分
布
等
か
ら
推
測
し
得
る
強
震
機
構
は
本

第六園

震涼に於ける機構

D 

第七園
多
技
師
が
前
統
で
後
表
さ
れ
た
機
構
で
設
明
す
る
と
之
が
出
来
る
o

即
ち

氏
は
多
(
の
浅
居
地
震
の
場
合
の
初
動
方
向
が
震
央
を
交
黙
と
し
て
直
交

す
る
こ
つ
の
節
線
に
よ
っ
て
四
部
分
に
八
刀
れ
る
と
主
か
ら
、
初
動
及
び
記

象
型
が
震
源
に
於
け
る
地
殻
の
運
動
邸
ち
稜
震
機
構
に
依
っ
て
支
配
さ
れ

次
に
記
象
担
の
配
布
を
見
る
潟
に
P
相
及
S
相
の
最
大
会
振
幅
を
夫
々

到
或
は
幻
で
表
は
し
幻
一
の
の
分
布
園
を
作
る
左
第
六
闘
の
如
く
た
り
震

r

1

8

~

「
1
L

一



る
と
之
を
一
不
し
、
深
後
地
震
の
場
合
に
も
と
の
考
へ
が
遁
臆
さ
れ
る
と
ー
と

を
説
明
さ
れ
て
居
る
。
印
ち
震
源
の
極
め
て
深
い
地
震
で
は
第
七
闘
に
於

け
る
が
知
く
、
t

震
源
H
の
ま
は
り
に
或
る
大
い
さ
の
球
を
考
へ
共
の
中
心

耳
黙
を
過
り
互
に
直
交
す
る
こ
つ
の
平
面

A
O
C
及
び

B
O
D
で
球
面
を

問
等
分
し
、
そ
の
二
平
面
の
交
級
争
O
H
ξ
す
る
。

o
Eは
鉛
直
E
H
と

或
る
傾
き
を
も
っ
て
ゐ
る
と
す
る
ο
国
中
陰
影
を
附
し
た
部
分
即
ち

C
O

D
及
び
A
O
B
で
は
球
の
中
心
に
向
ひ
、
他
の
部
分
即
ち
A
O
D
及
び

B

O
C
の
部
分
で
は
中
心
L
C

逆
に
向
く
様
友
愛
位
が
起
っ
た
と
考
べ
る
と
地

表
に
於
て
は
第
四
闘
の
如
き
初
動
分
布
を
生
宇
る
。

国/i、第

土也

既
に
初
動
分
布

閲
(
第
四
国
〉
に
明

ら
か
た
る
如
く
、

二
つ
の
節
線
は
震

央
を
夫
・
ん
だ
雨
側

に
あ
り
、
そ
の
交

黙
は
震
央
か
ら
透

か
に
距
っ
た
黙
に

る
る
と
ル
」
を
示
し

た
、
即
ち
と
の
距

離
を
地
園
上
で
測
っ
て
見
る
在
約
三
百
九
十
粁
之
友
る
之
は
震
源
に
於
て

O
H
軸
が
鉛
直
E
E
ξ
或
る
傾
き
を
な
し
て
ゐ
る
主
考
へ
る
と
主
が
出
来

る
。
今
と
の
傾
角
を
-z'と
す
る
と
、
震
源
の
深
さ
は
三
百
六
十
粁
で
あ
る

か
ら
。
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黙
に
於
け
る
見
か
け
の
速
度
で
あ
る
、
剖
ち
第
八
固
に
於
て

E
は
震
央
、

町
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鉛
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節
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安
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あ
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か
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め
る
と
・
と
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る
か
ら
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於
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A
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面
之
の
爽
角
を
同
様
の

可

H
C・0

草
¥
事

札
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方
法
で
求
め
る
と
約
二
十
八
度
主
な
る
u

従
っ
て

B
O
B
面
と
の
・
な
す
角

は
約
六
十
二
度
・
と
な
る
。

弐
に
か
t
A

る
後
震
機
構
を
有
す
る
初
動
の
大
き
さ
の
配
布
は
本
多
技
師

に
依
る
ん
」
震
源
に
於
け
る
脱
皮
位
の
大
さ
は
球
面
を
問
等
分
す
る
こ
つ
の
大

図
の
近
く
で
は
小
さ
く
、
共
等
の
中
間
で
は
極
大
で
あ
る
主
し
、
第
八
聞
に

於
け
る
震
源
H
を
原
貼
ξ
し
O
H
を
軸
在
し
た
球
座
標
に
関
し
て
守
山
口
答

白
山
口
宅
)
に
比
例
す
る
主
し
貰
際
地
表
面
で
観
測
さ
れ
る
初
動
の
大
き
さ
を

S
H
一
は
川
崎

m山口
ωも

E
e
-
-
-
-
:
:・
(
品
)

ど
か
丘
ロ
。
c

門

出

炉

、

-
な
る
式
に
於
け
る

α
に
比
例
す
る
目
亙
'
と
し
て
輿
へ
ら
れ
て
ゐ
る
。
此
式

亡
於
て
'
一
l
M
M
同
内
ー
ー
は
震
央
距
離
に
逆
比
例
す
る
量
印
ち
震
央
距
離

1
・
乙
h
v
m
g
g
円相
h

v

-

i

の
増
大
す
る
に
従
っ
て
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
減
少
す
る
と
ど
を
表
す
萱
で
円
相
い

は
鉛
直
と
8
の
角
を
注
し
、
震
源
か
ら

0
の
増
す
左
方
向
に
一
度
の
開
き

を
も
っ
て
射
出
さ
れ
た
震
波
線
が
地
表
に
於
て
持
つ
幅
で
、
向
は
共
鮪
に

於
け
る
射
出
角
で
あ
る
。

第
九
固
に
於
て

E
は
球
左
鉛
直
線
と
の
交
賄
、
心

C
及
び
O
D
を
節
線
、

H
を
震
源
と
す
る
と
、

c
o
D象
限
内
に
あ
る
任
意
の
黙
P
に
就
て
考
へ

る
と
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。
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却
ち
本
地
震
の
場
合
に
は
例
式
の
代
り
に
の
式
を
用
び
る
と
と
に
な
る
U

ゆ
例
式
に
於
け
る
F
m
y
は
O

E
を
基
線
と
し
て
、

O
を
原
賠
'
と
し
て
測
っ
た

値
で
、
第
九
闘
の
場
合
・
な
ら
ば

司、
H
H

八
回
。
]
M
M
凸
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!
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一-m
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一一
Alv 

国十第

主
た
る
。

之
等
の
式
か
ら
θ

?
を
奥
へ
て

α
及
び
θ
φ
の
値
を
求
め
、
震
央
E
を

原
黙
と
し
て
、

o
E
を
基
線
と
し
て
、

ρυφ
で
決
定
さ
れ
る
賭
に

α
の
値

を
入
れ
て
見
る
と
第
十
回
の
如
く
な
る
。
之
と
第
四
闘
に
於
け
る
賓
測
値

・
と
比
較
し
て
見
る
主
略
一
致
し
て
ゐ
る
と
ん
」
が
認
め
ら
れ
る
。

三九/ン
lJ 

六
、
彦
根
附
近
の
地
震
の
援
震
機
構
に
就
て
、
大
正
十
五
年
七
月
二
十
七

日
に
今
回
の
地
震
に
類
似
し
た
深
後
地
震
が
彦
根
附
近
に
愛
生
し
て
ゐ
る

i¥ 

彦根附近の地震の初動分布第十一国



と
D
地
震
に
就
て
は
和
達
先
生
が
気
象
集
誌
に
そ
の
調
益
さ
れ
た
結
果
を

護
表
さ
れ
て
ゐ
る
。
今
氏
が
質
測
さ
れ
た
各
地
測
候
所
の
初
動
方
向
を
地

固
上
に
記
入
し
て
見
る
主
第
十
一
国
の
如
き
分
布
を
得
る
、
印
ち
大
債
の

傾
向
か
ら
A
C
、
B
D
な
る
節
線
を
引
く
と
止
が
出
来
る
。
又
氏
は
該
地

震
の
記
象
の
特
長
在
し
て
近
畿
以
西
の
翻
測
は
P
波
が
頗
る
大
き
く
、

S

波
ル
」
同
程
度
・
た
る
に
反
し
、
中
部
以
東
の
観
測
は
P
波
が
板
め
て
微
弱
で

S
波
が
明
瞭
で
且
振
幅
の
大
怠
る
事
賓
を
指
摘
し
て
居
ら
れ
る
の
印
ち
之

等
は
本
地
震
の
特
長
在
全
く
同
一
左
記
象
型
を
有
す
る
も
の
で
あ
り
、
又

初
動
分
布
か
ら
云
つ
で
も
、
殆
ど
今
同
の
地
震
と
同
一
の
護
震
機
構
・
を
有

す
る
も
の
ん
」
考
へ
ら
れ
る
。

叉
昭
和
六
年
六
月
二
日
本
州
中
部
毎
回
川
附
近
に
裂
し
た
深
護
地
震
と

も
類
似
の
初
動
分
布
で
あ
っ
て
本
地
震
と
同
様
な
護
震
機
構
を
有
す
る
も

の
ん
」
考
へ
ら
れ
る
c

柊
り
に
臨
み
本
文
を
草
す
る
に
営
り
種
々
御
指
導
下
さ
れ
た
岡
宮
、
本

多
雨
先
生
に
厚
く
御
植
を
申
し
上
げ
る
，
次
第
で
あ
る
。
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